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第
８
回
市
議
会
定
例
会
を
12
月
８
日
か
ら
22
日
ま
で
の
15
日
間
を
会
期
と
し
て
開
き
ま
し
た
。

　
知
多
市
土
砂
等
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
を
は
じ
め
16
議
案
を
可

決
、
同
意
案
１
件
に
同
意
、
諮
問
２
件
を
適
任
と
認
め
、
請
願
１
件
を
不
採
択
と
し
、
意
見
書
１

件
を
可
決
し
、
議
員
派
遣
を
議
決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

 12 
月
議
会
第
８
回 

定
例
会

委
員
長

　伊
藤
清
一
郎

　副
委
員
長

　中
山
貴
弘

委

　員

　久
野
た
き

　
　泉

　清
秀

　古
俣
泰
浩

　
　
　
　勝
崎
泰
生

総
務
委
員
会

　
議
案
第
63
号
関
係

　
議
案
第
56
号
関
係

　
議
案
第
63
号
関
係

　
議
案
第
52
号
関
係

　
12
月
定
例
会
に
お
け
る
議
案
審
査
状
況
の
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

基
幹
系
総
合
シ
ス
テ
ム
機
器
借
上
料

児
童
手
当
な
ど
の
基
幹
業
務
が
対
象

問　
基
幹
系
総
合
シ
ス
テ
ム
機
器
借
上
料
に
含
ま

れ
る
具
体
的
な
対
象
業
務
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
住
民
の
基
本
情
報
を
管
理
す
る
住
民
記
録
業

務
の
ほ
か
、
住
民
記
録
と
連
携
す
る
児
童
手
当

業
務
、
保
育
園
及
び
幼
稚
園
に
関
す
る
子
ど
も

子
育
て
業
務
、
医
療
費
助
成
業
務
、
障
が
い
者

福
祉
業
務
、
生
活
保
護
業
務
、
健
康
管
理
業
務

な
ど
の
基
幹
業
務
で
す
。

高
校
生
等
に
対
す
る
子
ど
も
医
療
費

半
田
・
東
海
は
入
院
に
全
額
支
給

問　
近
隣
４
市
に
お
け
る
高
校
生
等
に
対
す
る
子

ど
も
医
療
費
の
支
給
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
令
和
３
年
11
月
末
現
在
、
半
田
市
は
、
高
校

生
等
を
対
象
と
し
、
入
院
に
全
額
、
通
院
に
３

分
の
２
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
　
東
海
市
は
、
高
校
生
等
及
び
24
歳
ま
で
の
学

生
を
対
象
と
し
、
入
院
の
み
全
額
支
給
し
て
い

ま
す
。

　
　
大
府
市
及
び
常
滑
市
は
、
高
校
生
等
へ
の
支

給
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

高
齢
者
へ
の
３
回
目
接
種

１
月
末
頃
か
ら
順
次
開
始
予
定

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
接

種
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
３
回
目
の
接
種
は
、
原
則
、
２
回
目
接
種
か

ら
８
か
月
を
経
過
し
た
方
が
対
象
と
な
る
た
め
、

現
在
は
、
対
象
と
な
る
医
療
従
事
者
か
ら
順
次

接
種
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
　
高
齢
者
へ
の
接
種
に
つ
い
て
は
、
接
種
が
可

能
と
な
る
時
期
に
合
わ
せ
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

の
集
団
接
種
を
令
和
４
年
１
月
29
日
か
ら
、
各

医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
を
２
月
16
日
か
ら
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
、
接
種
の
前
倒
し
も
想
定
さ
れ
る
中
、

早
期
の
接
種
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

罰
則
つ
き
の
条
例
を
制
定
し

不
適
切
な
埋
立
て
等
を
未
然
に
防
止

問　
知
多
市
土
砂
等
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答　
こ
れ
ま
で
は
、
埋
立
て
等
に
よ
る
土
壌
の
汚

染
及
び
災
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
、
事

業
者
の
任
意
の
協
力
を
求
め
る
だ
け
で
あ
り
、

強
制
力
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
、
基

準
を
満
た
さ
な
い
土
砂
等
の
埋
立
て
を
許
可
し

な
い
こ
と
に
よ
り
、
不
適
切
な
埋
立
て
等
を
防

委
員
長　

林

　正
則

　副
委
員
長　

石
濵
隼
人

委

　員

　山
本
金
弥

　冨
田
一
太
郎

　
　
　
　大
村

　聡

　夏
目

　豊

福
祉
文
教
委
員
会

※　上記意見書を内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、文部科
　学大臣、厚生労働大臣、衆議院議長、参議院議長に提出しました。

　近年、我が国では、家事や家族の世話などに関して、量的・質的に年
齢や成長の度合いに見合わない過重な責任を負い、日常的にそうした仕
事を担っている18歳未満の子ども、いわゆるヤングケアラーに対し、本
人の育ちや教育への影響が問題となっている。
　現状ではヤングケアラーに対する支援制度が十分に確立されていない
ため、ヤングケアラーを早期に発見し、関係機関が連携して適切な支援
につなげていくことが重要である。ヤングケアラーが必要とする支援は、
福祉、介護、医療、教育等、様々な分野に及ぶことから、こうした施策
の推進においては、関係機関やＮＰＯ等の相互の緊密な連携が不可欠で
ある。
　また、ヤングケアラーは、家庭内の環境やプライバシーに深く関わる
問題であるとともに、本人や家族に自覚がないことも多いため、問題が
顕在化しにくい傾向にある。したがって、社会的認知度の向上を図り、
適切な支援につなげていかなければならない。
　こうした中、国が全国規模で行ったヤングケアラーの実態調査の結果
が本年３月に公表されたが、その調査対象は中学２年生と高校２年生に
限られていた。そのため、小学生や大学生を含めた広い世代に対して、
より詳細な実態調査を行い、ヤングケアラーに寄り添った切れ目のない
支援を検討していく必要がある。
　よって、国におかれては、ヤングケアラーへの支援の充実を図るため、
下記事項について特段の措置を講じられるよう強く要望する。

記
１　ヤングケアラーの法的位置付けや制度上の定義、支援に関する基本
理念等を早急に定め、支援施策を一体的、効果的に推進するため、福
祉、介護、医療、教育等の関係機関やＮＰＯ等の連携強化を図ること。

２　ヤングケアラーの社会的認知度を一層向上させるため、地方自治体
や教育・福祉分野等と連携し、継続した周知・啓発や研修の機会の確
保等に取り組み、当事者が安心して相談や助けを求められる環境づく
りをすること。

３　全ての小・中学生を対象にタブレット端末を活用した実態調査を行
うとともに、高校生や大学生に対してもより詳細な実態調査を行うこ
と。

４　地方自治体がヤングケアラーへの切れ目のない支援を適切に推進で
きるよう、国において財政措置を講じるとともに、実効性の高いサポ
ート体制を確立すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　令和３年12月22日
愛知県知多市議会　

ヤングケアラーへの支援の充実を求める意見書

委
員
長　

藤
井
貴
範

　副
委
員
長　

藤
沢

　巌

委

　員　

伊
藤
正
明

　川
脇
裕
之

　渡
邉
眞
弓

建
設
経
済
委
員
会

問

問

問

答

答

答

問答
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議
案
第
59
号
関
係

緑
地
面
積
率
等
の
制
限
緩
和
に
よ
り

産
業
振
興
な
ど
へ
の
効
果
を
期
待

問　
工
場
の
緑
地
面
積
率
等
の
制
限
を
緩
和
す
る

こ
と
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
今
回
の
条
例
改
正
に
伴
い
、
新
た
に
緑
地
面

積
率
等
の
制
限
を
緩
和
す
る
区
域
に
お
い
て
、

　
こ
れ
ま
で
工
場
立
地
法
で
緑
地
に
す
べ
き
と
さ

れ
て
い
た
土
地
の
一
部
に
、
建
物
や
生
産
施
設

な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
　
こ
れ
に
よ
り
、
建
物
や
生
産
施
設
な
ど
に
新

た
な
設
備
投
資
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
企
業
の

事
業
活
動
の
幅
が
広
が
り
、
市
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
産
業
振
興
へ
の
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
雇
用
の
増
加
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
税

収
の
確
保
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
な
お
、
不
適
切
な
埋
立
て
等
が
さ
れ
た
場
合

に
は
、
措
置
命
令
や
代
執
行
に
よ
り
、
そ
の
状

況
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

　
罰
則
規
定
に
よ
り
、
不
適
切
な
埋
立
て
等
を
未

然
に
防
ぐ
抑
止
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

12 月 定 例 会 議 案 審 議 結 果

件　　名 付託委員会名 委員会結果 本会議議決結果
議案52 
議案53
議案54
議案55

議案56
議案57
議案58
議案59
議案60
議案61
議案62

議案63

議案64
議案65
議案66
議案67
請願２
同意４
諮問２
諮問３
意見書３

知多市土砂等の埋立て等の規制に関する条例の制定について
知多市事務分掌条例の一部改正について
知多市国民健康保険税条例の一部改正について
知多市福祉活動センターの設置及び管理に関する条例の一部改正
について
知多市子ども医療費支給条例の一部改正について
知多市国民健康保険条例の一部改正について
指定管理者の指定（青少年会館）について
知多市工場立地法地域準則条例の一部改正について
知多市都市公園条例の一部改正について
指定管理者の指定（知多斎場等）について
市道路線の認定について

令和３年度知多市一般会計補正予算（第９号）

令和３年度知多市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
令和３年度知多市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）
令和３年度知多市下水道事業会計補正予算（第２号）
令和３年度知多市一般会計補正予算（第10号）
西知多総合病院への新たなあいあいバス路線の設置を求める請願書
監査委員の選任について
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて
ヤングケアラーへの支援の充実を求める意見書について
議員派遣について

建設経済
総    務
福祉文教

福祉文教

福祉文教
福祉文教
福祉文教
建設経済
建設経済
建設経済
－

総　　務
福祉文教
建設経済
福祉文教
福祉文教
建設経済
福祉文教
総 務
－
－
－
－
－

可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）

－
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
不採択
－
－
－
－
－

可決（全員）
可決（全員）
可決（多数）

可決（全員）

可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）

可決（全員）

可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
可決（全員）
不採択

同意（全員）
適任（全員）
適任（全員）
可決（全員）
可決（全員）

※議案の概要は、知多市ホームページ内の市議会のページに掲載しています。

※勝崎泰生議員は議長のため賛否を表していません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○：賛成　　×：反対　
※会派名の共産党は日本共産党議員団の略

賛否の分かれた議案の個人別賛否の状況

会派名 創　政　会 市 民 ク ラ ブ 公明党・
保守連合会 共産党 新緑

知多

　　　　　議員名

  議案番号

山
本
金
弥

伊
藤
正
明

石
濵
隼
人

伊
藤
清
一
郎

渡
邉
眞
弓

勝
崎
泰
生

中
山
貴
弘

藤

沢　

巌

藤
井
貴
範

林　

正

則

古
俣
泰
浩

夏

目　

豊

泉　

清

秀

冨
田
一
太
郎

大

村　

聡

久
野
た
き

川
脇
裕
之

議案54 ○ ○ ○ ○ ○ 議　　　
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

請願２ × × × × × × × × × × × × × × ○ ○

問答
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請

願

▼
介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
社
会
保
障
の
施
策
拡

充
に
つ
い
て
の
陳
情
書

　
・
提
出
者　
愛
知
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
実
行
委

員
会
代
表
者
の
森も

り
た
に谷

光み
つ
お夫

さ
ん

------------------------------------------------------------

▼
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
を
実
現
し

国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
の
国
に
対

す
る
意
見
書
を
求
め
る
陳
情
書

▼
介
護
施
設
の
人
員
配
置
基
準
の
引
き
上
げ
の
た

め
に
、
国
に
対
し
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
　
・
提
出
者　
愛
知
県
医
療
介
護
福
祉
労
働
組
合

連
合
会
執
行
委
員
長
の
渡わ

た
な
べ邉　
一ま

こ
と

さ
ん

------------------------------------------------------------

▼
陳
情
書
「
地
元
自
治
体
と
の
連
携
に
よ
る
経
営

支
援
体
制
確
立
と
地
域
商
工
業
振
興
に
対
す
る

陳

情

紹

介

▼
監
査
委
員

　
渥あ

つ
美み

秀ひ
で

登と

氏
（
新
知
樋
之
口
）

▼
人
権
擁
護
委
員

　
岡お

か
も
と本

一ひ
と
み美

氏
（
に
し
の
台
４
丁
目
）

　
石い

し
い井

友と
も
か
ず和

氏
（
金
沢
北
根
）

▼
西
知
多
総
合
病
院
へ
の
新
た
な
あ
い
あ
い
バ
ス

路
線
の
設
置
を
求
め
る
請
願
書

　
　
安や

す
い井
好よ

し
え江
さ
ん
外
３
６
５
名
か
ら
提
出
さ
れ
、

総
務
委
員
会
に
付
託
し
、
審
査
を
行
っ
た
結
果
、

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
本
会
議
で
も
、
賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

人

事

案

件

施
策
の
拡
充
」

　
・
提
出
者　
愛
知
県
商
工
会
連
合
会
会
長
の
新に

い

美み

文ぶ
ん
二じ

さ
ん
、
知
多
市
商
工
会
会
長
の
新に

い
美み

範の
り
恭や

す
さ
ん
始
め
29
名

 議会活動レポート

常任委員会
　常任委員会は、その所管に属する事務を調査する権限（所管事務調査）があり、12
月定例会における委員会では、次の所管事務調査を行いました。
○　総務委員会：地域担当職員制度について
○　福祉文教委員会：八幡中学校トイレ改修工事について
　　　　　　　　　　中学校における電子黒板及びタブレット端末の使用状況について
○　建設経済委員会：知多墓園の合葬式墓地について

本会議の会議録・録画映像が
ご覧になれます

　過去の本会議会議録及び本会議録画映像
を、インターネット上の次の場所でそれぞ
れ公開しています。
　スマートフォンからのアクセスには、次
のＱＲコードをご利用ください。

【会議録】
市ホームページ→市議会→議会　会議録検索→
会議録検索→会議録検索（外部リンク）

【録画映像】
市ホームページ→市議会→本会議映像配信→本
会議録画映像配信→本会議録画映像（外部リン
ク）

会議録 録画映像

＝議会を傍聴してみませんか＝
２月・３月の議会開催日程（予定）

２月16日（水）議会運営委員会
２月24日（木）第１回定例会本会議
　　　　　　（開会・施政方針演説・議案上程）
３月８日（火）本会議（代表質問）
３月９日（水）本会議（一般質問）
３月10日（木）本会議（議案審議・委員会付託）
３月11日（金）福祉文教委員会
３月14日（月）建設経済委員会
３月15日（火）総務委員会
３月17日（木）議会運営委員会
　　　　　　　広報広聴委員会
３月22日（火）本会議（委員長報告・討論・採決・閉会）
　　　　　　　全員協議会

※ 　各常任委員会の開催日程は、２月16日頃に決定します。
　時間は、いずれも午前９時30分から（３月８日は午前９時から）を
予定していますが、詳しくは議会事務局までお問い合わせください。
　また、手話通訳または要約筆記を希望される方は、事前に事務局ま
でお申し込みください。
　新型コロナウイルス感染症対策のため、傍聴される方は、手指消毒
やマスク着用などの咳エチケットにご協力ください。
　発熱や体調のすぐれない方は、傍聴をご遠慮ください。
　なお、市役所庁舎１階ロビーにおいて、本会議の様子をモニターで
ライブ中継します。
　広報広聴委員会については、令和４年４月に２回の開催を予定して
います。
（詳しくは、知多市ホームページ内の市議会のぺージをご覧ください。）
　電　話　0562‐36‐2685（直通）
　ＦＡＸ　0562‐33‐8299
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市
政
に
対
す
る

一

般

質

問

創
政
会

伊

藤

正

明

佐
布
里
池
の
藤
棚
を
活
か
し
た

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
も
検
討

問　
佐
布
里
池
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
向
け

た
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
３
年
度
に
行
っ
た
カ
ヌ
ー
体
験
事
業
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
95
％
の
方
か
ら
楽
し
か
っ
た
と

好
意
的
な
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

今
後
は
開
催
日
数
を
増
や
す
方
向
で
準
備
し
、

　
市
外
の
方
の
参
加
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
を
進

め
ま
す
。

　

   

ま
た
、
佐
布
里
池
の
藤
棚
に
つ
い
て
は
、
例

年
４
月
末
頃
か
ら
５
月
上
旬
ま
で
満
開
と
な
っ

て
お
り
、
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

佐
布
里
池
周
辺
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、

先
進
事
例
を
研
究
し
、
藤
棚
を
活
か
し
た
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
か
ら
の
３
年
間
は

財
政
改
善
に
集
中
的
に
取
り
組
む

問　
今
後
の
財
政
見
通
し
及
び
対
応
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

答　
中
長
期
的
な
見
通
し
と
し
て
は
、
歳
入
で
は

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
に
伴
う
個
人
市
民
税
の
減
、
償
却
資

産
の
減
価
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
な
ど
に
よ

り
、
市
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

地
域
バ
ス
の
導
入
に
向
け

東
部
な
ど
５
地
域
を
優
先
し
て
検
討

問　
現
在
、
東
部
、
旭
北
、
南
粕
谷
で
地
域
バ
ス

の
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
以
外

の
地
域
に
導
入
す
る
考
え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
現
時
点
で
は
、
東
部
、
旭
北
、
南
粕
谷
の
３

地
域
の
ほ
か
、
旭
東
、
旭
南
の
２
地
域
に
お
い

て
、
導
入
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
５
つ
の
地
域
は
、

　
地
理
的
要
因
な
ど
で
既
存
の
交
通
機
関
の
利
用

が
難
し
く
、
優
先
し
て
地
域
バ
ス
を
導
入
す
べ

き
地
域
と
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
以
外
の
地
域
に
導
入
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。

各
種
介
護
予
防
事
業
を
推
進
し

よ
り
効
果
的
な
取
組
を
地
域
に
展
開

問　
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
及
び

一
般
介
護
予
防
事
業
の
実
施
状
況
及
び
効
果
に

農
作
物
の
病
害
虫
及
び
鳥
獣
被
害

関
係
機
関
と
連
携
し
防
止
に
努
め
る

問　
農
作
物
に
お
け
る
病
害
虫
及
び
鳥
獣
被
害
の

実
態
及
び
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
市
で
は
現
在
、
大
規
模
な
病
害
虫
被
害
の
発

生
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
タ
マ
ネ
ギ
の
黒く

ろ
ぐ
さ
れ腐

菌き
ん
か
く核

病び
ょ
う

な
ど
の
被
害
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
被
害
状

況
を
注
意
深
く
監
視
し
、
県
や
農
協
な
ど
関
係

機
関
と
連
携
し
支
援
策
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年

度
の
被
害
額
が
約
６
１
０
万
円
で
す
。
被
害
防

止
の
た
め
、
被
害
報
告
の
あ
っ
た
鳥
獣
の
捕
獲

許
可
を
取
り
、
知
多
市
猟
友
会
や
市
職
員
な
ど

が
捕
獲
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
捕
獲
体
制
を
整

え
、
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
の
防
止
に
努
め

ま
す
。

　
　
一
方
、
歳
出
で
は
、
老
朽
化
し
た
多
く
の
公

共
施
設
の
改
修
費
な
ど
の
増
加
や
、
団
塊
の
世

代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５
年
以
降
に

お
け
る
社
会
保
障
関
係
経
費
の
急
増
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
３
年
度
か
ら

の
３
年
間
は
、
知
多
市
緊
急
財
政
改
善
プ
ラ
ン

の
個
別
取
組
事
項
に
沿
っ
て
、
集
中
的
に
財
源

確
保
と
財
務
体
質
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

日
本
共
産
党
議
員
団

　

久

野

た

き

市
民
ク
ラ
ブ

古

俣

泰

浩

問問 答

　
第
８
回
定
例
会
本
会
議
で
、
11
人
の
議
員
が
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
議
員
名
の
下
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
各
議
員
の
質
問
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

佐布里池の藤棚

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
は
、

運
動
機
能
や
認
知
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ
る
高

齢
者
を
対
象
に
機
能
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
と
体
力
測
定
で
効
果
を
検
証

し
て
い
ま
す
。

　
　
一
般
介
護
予
防
事
業
で
は
、
介
護
予
防
把
握

事
業
、
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
、
地
域
介
護

予
防
活
動
支
援
事
業
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

　
ョ
ン
活
動
支
援
事
業
を
継
続
し
て
推
進
す
る
こ

と
で
、
よ
り
効
果
的
な
取
組
を
地
域
に
展
開
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

答問答

答問答
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ホ
テ
ル
事
業
者
を
先
行
し
て
募
集

募
集
時
期
は
令
和
４
年
夏
頃
を
想
定

問　
朝
倉
駅
周
辺
整
備
事
業
に
お
け
る
事
業
者
公

募
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
市
の
建
築
費
の
負
担
が
な
く
、
借
地
料
収
入

が
期
待
で
き
る
ホ
テ
ル
事
業
に
つ
い
て
、
他
の

事
業
か
ら
分
離
し
先
行
し
て
募
集
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
募
集
時
期
は
令
和
４
年
夏
頃
を
想
定
し
、
朝

倉
駅
西
側
の
旧
西
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
跡
地
を
候

補
地
と
し
て
、
定
期
借
地
権
に
よ
る
貸
付
け
を

考
え
て
い
ま
す
。
事
業
者
の
選
定
方
法
は
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
現
時
点
で
、
そ
の
他
の
事
業
に
係
る
施
設
の

　
供
用
開
始
時
期
は
、
市
庁
舎
が
９
年
か
ら
10
年

頃
、
図
書
館
及
び
子
育
て
支
援
施
設
が
11
年
か

ら
12
年
頃
と
な
る
見
込
み
で
す
。

各
隊
の
連
携
を
図
り

救
急
救
助
業
務
に
臨
機
応
変
に
対
応

問　
救
急
救
助
業
務
に
お
け
る
消
防
組
織
内
で
の

連
携
体
制
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
救
急
現
場
で
は
、
症
状
の
重
い
傷
病
者
な
ど

へ
の
対
応
の
際
、
警
防
隊
が
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
で
救
急
隊
と
同
時
出
動
し
、
支
援
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
救
助
現
場
で
は
、
指
揮
隊
、
救
助

隊
及
び
救
急
隊
が
出
動
す
る
な
ど
、
必
要
に
応

地
域
の
支
え
合
い
活
動
と
し
て

ち
ょ
こ
っ
と
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
開
始

問　
高
齢
者
が
地
域
で
活
躍
で
き
る
就
労
的
活
動

支
援
の
実
施
状
況
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
市
で
は
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人
ゆ
い
の
会
に
コ
ー
デ

　
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
委
託
し
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者

同
士
で
、
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
事

を
有
償
で
助
け
合
う
「
ち
ょ
こ
っ
と
サ
ポ
ー
ト

事
業
」
を
令
和
３
年
10
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
困
り
事
を
依
頼
す
る
依
頼
会
員

と
そ
れ
を
支
援
す
る
支
援
会
員
が
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
通
じ
て
支
え
合
い
活
動
を
行
う
登

録
制
の
事
業
で
す
。

　
　
11
月
末
現
在
の
会
員
の
登
録
状
況
は
、
支
援

会
員
が
42
人
、
依
頼
会
員
が
17
人
で
、
主
な
依

頼
内
容
は
、
ご
み
捨
て
や
風
呂
掃
除
な
ど
で
す
。

様
々
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

ま
ち
や
人
の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信

問　
市
か
ら
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
市
で
は
、
広
報
ち
た
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ほ
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
活
用
し
て
お
り
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
ラ
イ
ン
で
は
様
々
な

市
政
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
災
害
情
報
な
ど

を
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
市
内
の
魅
力
あ
る

風
景
な
ど
を
写
真
に
よ
り
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
　
こ
れ
ら
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
市
内
外
の
多
く
の
方
に

投
稿
内
容
に
共
感
し
て
「
い
い
ね
」
を
つ
け
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
、
ま

ち
や
人
の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
す
る
こ
と
で
、

皆
さ
ん
が
実
際
に
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
ま
た

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
訪
問
し
、
そ
の
様
子
や
感
じ

た
こ
と
を
自
ら
の
言
葉
で
発
信
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

適
応
指
導
教
室
で
の
指
導
な
ど
で

不
登
校
児
童
生
徒
と
家
庭
を
支
援

問　
小
中
学
校
の
不
登
校
児
童
生
徒
の
解
消
に
向

佐
布
里
梅
の
梅
干
し

伝
承
の
た
め
や
ま
も
も
第
２
で
生
産

問　
市
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
佐
布
里
梅
を
守
る

取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
か
つ
て
多
く
の
農
家
が
佐
布
里
梅
を
栽
培
し

て
い
ま
し
た
が
、
生
産
農
家
の
減
少
、
高
齢
化

と
相
ま
っ
て
生
産
・
出
荷
量
は
減
少
傾
向
で
す
。

　
　
ま
た
、
今
ま
で
生
産
普
及
活
動
を
担
っ
て
き

た
佐
布
里
梅
研
究
会
の
解
散
に
伴
い
、
従
来
は

同
会
の
活
動
に
対
し
て
行
っ
て
い
た
補
助
を
、

　
出
荷
量
に
応
じ
て
生
産
奨
励
金
を
農
家
に
交
付

す
る
直
接
助
成
方
式
に
転
換
し
ま
し
た
。

　
　
研
究
会
で
生
産
し
て
い
た
佐
布
里
梅
１
０
０

　
％
の
梅
干
し
は
、
伝
承
と
資
器
材
の
活
用
の
た

め
、
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
方
の
御
指

導
と
御
協
力
を
得
て
、
今
年
は
障
が
い
者
活
動

セ
ン
タ
ー
や
ま
も
も
第
２
で
生
産
し
ま
し
た
。

創
政
会

石

濵

隼

人

市
民
ク
ラ
ブ

藤

井

貴

範

公
明
党
・
保
守
連
合
会

泉

　
清

秀

市
民
ク
ラ
ブ

中

山

貴

弘

創
政
会

伊
藤
清
一
郎

じ
た
隊
を
選
定
し
、
各
隊
の
連
携
を
図
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
複
数
の
事
案
が
重
な
っ
た
場
合

に
は
、
隊
に
こ
だ
わ
ら
ず
臨
機
応
変
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

　
　
今
後
も
人
員
や
資
機
材
を
有
効
に
活
用
し
、

あ
ら
ゆ
る
事
案
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
消

防
業
務
全
体
の
連
携
強
化
に
努
め
ま
す
。

け
た
取
組
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
「
ま
ず
一
人
を
救
う
」
と
い
う
早
期
発
見
・

早
期
対
応
の
観
点
か
ら
、
学
校
に
お
い
て
は
、

児
童
生
徒
の
出
し
て
い
る
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
情
報
を
組
織
的
に
集
め
、
校
長
を
は
じ

め
と
す
る
全
職
員
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
活
か
し

た
支
援
体
制
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

不
登
校
の
要
因
が
家
庭
に
係
る
も
の
や
本
人
に

係
る
も
の
で
あ
る
場
合
、
学
校
だ
け
で
の
対
応

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
適
応
指
導

教
室
タ
ッ
チ
で
の
指
導
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
拡

充
な
ど
に
よ
り
、
不
登
校
児
童
生
徒
や
そ
の
家

庭
へ
の
支
援
体
制
を
整
え
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

佐布里の梅干

問答

問答

問答

問答

答

問

問答
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地
区
の
状
況
や
要
望
に
応
じ
て

ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
の
整
備
を
検
討

問　
通
学
路
を
中
心
と
し
た
歩
行
者
数
の
多
い
生

活
道
路
に
つ
い
て
、
国
の
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
な

ど
も
活
用
し
つ
つ
、
交
通
安
全
対
策
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
は
、
車
両
の
制
限
速
度
を

時
速
30
㌖
に
す
る
ゾ
ー
ン
30
に
加
え
、
ハ
ン
プ

や
狭き

ょ
う
さ
く窄

と
い
っ
た
物
理
的
装
置
な
ど
の
組
合
せ

に
よ
り
、
交
通
安
全
の
向
上
を
図
る
新
た
な
施

策
で
す
。
こ
の
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
の
設
置
に
当

た
っ
て
は
、
関
係
地
区
の
方
の
御
理
解
が
必
要

で
あ
り
、
設
置
箇
所
の
周
辺
状
況
や
要
望
な
ど

に
応
じ
て
検
討
し
ま
す
。

　
※
ハ
ン
プ
…
交
通
安
全
対
策
の
た
め
に
、
道
路

　
　
の
路
面
に
設
け
ら
れ
た
凸
状
の
部
分
の
こ
と
。

住
民
主
体
の
高
齢
者
の
見
守
り
活
動

地
域
の
互
助
意
識
の
向
上
に
努
め
る

問　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
及
び
高
齢
者
世
帯
の

見
守
り
体
制
と
課
題
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
市
で
は
主
な
取
組
と
し
て
、
緊
急
通
報
装
置

設
置
事
業
や
友
愛
訪
問
事
業
、
食
事
サ
ー
ビ
ス

事
業
、
あ
ん
し
ん
と
な
り
組
事
業
、
災
害
時
要

援
護
者
支
援
事
業
な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
を
市

内
の
民
間
企
業
３
社
と
締
結
し
て
い
ま
す
。

地
域
特
有
の
実
情
に
特
化
し
た

地
域
バ
ス
運
行
に
向
け
準
備

問　
地
域
バ
ス
の
進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

答　
市
で
は
、
既
存
の
公
共
交
通
を
補
完
し
、
地

域
特
有
の
事
情
に
特
化
し
た
移
動
手
段
と
し
て
、

地
域
バ
ス
の
運
行
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

目
的
や
内
容
に
応
じ
て

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
す
る
方
法
を
検
討

問　
プ
ッ
シ
ュ
型
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る
考

え
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
市
で
は
、
必
要
な
支
援
を
必
要
な
方
に
届
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な

手
法
に
よ
り
、
プ
ッ
シ
ュ
型
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
プ
ッ
シ
ュ
型
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

進
め
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
が
成
熟
す

る
ま
で
の
間
は
、
郵
送
や
窓
口
で
の
案
内
な
ど

を
継
続
し
ま
す
。

　
　
今
後
、
新
た
な
施
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

そ
の
目
的
や
内
容
に
応
じ
て
、
行
政
か
ら
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
す
る
方
法
を
検
討
す
る
な
ど
、
プ
ッ

シ
ュ
型
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

▼
欠
員
に
伴
い
新
た
に
選
任
し
た
議
会
運
営

委
員

　
石
濵
隼
人

新
緑
知
多

川

脇

裕

之

公
明
党
・
保
守
連
合
会

冨
田
一
太
郎

公
明
党
・
保
守
連
合
会

大

村

　
聡

　
　
課
題
と
し
て
、
住
民
主
体
の
地
域
の
見
守
り

活
動
は
支
え
る
側
も
高
齢
化
が
進
み
、
今
後
の

活
動
計
画
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
住
民
全
体
が
活
動
の
必
要
性
を

理
解
し
、
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に

地
域
の
互
助
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

地域バスに使用する車両のイメージ

ま
す
。
こ
れ
は
、
人
口
構
造
や
地
理
的
要
因
に

よ
り
公
共
交
通
が
利
用
し
に
く
い
地
域
に
お
い

て
、
日
常
生
活
の
移
動
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　
　
現
在
、
３
地
域
で
、
地
域
の
実
情
に
詳
し
い

地
域
の
役
員
の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
、
移

動
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
な
ど

の
検
討
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
　
市
と
し
て
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
移
動
手
段

を
確
保
で
き
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

　第７回市議会臨時会を11月30日午前９時30分から１日間の会期で開き、令和３年度知多市一般会計補
正予算（第８号）の１議案を可決しました。
　また、西知多医療厚生組合議会議員の選挙を行いました。

※議案の概要は、知多市ホームページ内の市議会のページに掲載しています。
　
　人事案件…西知多医療厚生組合議会議員に伊藤正明議員を指名

１1月議会

第７回臨時会

議案審議結果
件                  名 付託委員会名 委員会結果 本会議議決結果

議案 51  令和３年度知多市一般会計補正予算（第８号） 福祉文教 可決（全員） 可決（全員）

問答

問答

問答問答
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議会活動メモ
　知多市議会は議員親睦会事業として
普通救命講習を受講しました。詳細は、
次のとおりです。
　日時：令和３年 11 月 24 日（水）
　　　　午後１時から３時まで
　内容：消防本部において、心肺蘇生
　　　　法とАＥＤの取扱いについて　　　　
　　　　学びました。

出前講座を開催しました
　知多市議会は、市内の各中学校に在籍する３年生の
生徒を対象に、若年層の政治への理解及び関心を深め、
若年層の意見を市政に反映させていくことを目的に出
前講座を開催しました。詳細は、次のとおりです。

　日付：令和３年10月26日（火）八幡中学校
　　　　　　　　　　29日（金）中部中学校
　　　　　　　　11月４日（木）旭南中学校
　　　　　　　　　　11日（木）東部中学校
　　　　　　　　　　18日（木）知多中学校

　内容：市議会の役割及び活動内容についての講義並
びに意見交換を行いました。具体的には、知
多市の予算、条例等が決まるまでの市議会の
仕組み、市議会議員の役割、請願及び陳情の
意義、議会改革の取組などを分かりやすく説
明し、生徒の質問に答えました。

11　
月

２
日　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
防
災
訓
練

４
日　
知
多
市
議
会
50
周
年
記
念
事
業
出
前
講
座

　
　
　
（
旭
南
中
学
校
）

８
日　
知
多
五
市
議
会
議
長
会
・
研
修
会
（
大
府

　
　
　
市
）

11
日　
知
多
市
議
会
50
周
年
記
念
事
業
出
前
講
座

　
　
　
（
東
部
中
学
校
）

15
日　
会
派
代
表
者
会
議

16
日　
西
知
多
医
療
厚
生
組
合
議
会
定
例
会

18
日　
知
多
市
議
会
50
周
年
記
念
事
業
出
前
講
座

　
　
　
（
知
多
中
学
校
）

19
日　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
常
任
委
員
長
会
議

24
日　
議
会
運
営
委
員
会

      　
会
派
代
表
者
会
議

30
日　
第
７
回
臨
時
会
本
会
議

　
　
　
福
祉
文
教
委
員
会

　
　
　
常
任
委
員
長
会
議

12 　
月

８
日　
第
８
回
定
例
会
本
会
議
第
１
日

　
　
　
（
議
案
上
程
・
請
願
付
託
）

　
　
　
総
務
委
員
会

９
日　
本
会
議
第
２
日
（
一
般
質
問
）

10
日　
本
会
議
第
３
日
（
一
般
質
問
）

13
日　
本
会
議
第
４
日

　
　
　
（
議
案
審
議
・
委
員
会
付
託
）

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

14
日　
福
祉
文
教
委
員
会

15
日　
建
設
経
済
委
員
会

16
日　
総
務
委
員
会

議
　
会
　
日
　
誌

20
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
広
報
広
聴
委
員
会

22
日　
本
会
議
最
終
日
（
議
案
上
程
・
議
案
審
議

　
　
　
委
員
長
報
告
・
討
論
・
議
案
採
決
）

　
　
　
福
祉
文
教
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

１　
月

11
日　
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

18
日　
広
報
広
聴
委
員
会

27
日　
会
派
代
表
者
会
議

　
総
務
委
員
会
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　
写
真
前
列
右
か
ら
、
伊
藤
清
一
郎
、
中
山
貴
弘
、

後
列
右
か
ら
、
久
野
た
き
、
泉　
清
秀
、

古
俣
泰
浩
、
勝
崎
泰
生
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
次
号
で
は
、
福
祉
文
教
委
員
会
委
員
を
紹
介
し

ま
す
。 総

務
委
員
会
委
員
紹
介

・

今号の表紙

ＡＥＤを使用した講習の様子

委 員 長副 委 員 長


